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岐阜県新庁舎について 

現在の 5 代目庁舎は令和 4 年 12 月に竣工、令和 5 年 1 月 4 日に開庁した。 

行政棟は地上 21 階建・塔屋 2 階建。最高高さ 106.19m、延床面積 68,329 ㎡(20,670 坪)。

外装に多治見産のタイル、内装には東濃ヒノキ、美濃和紙等の県産材がふんだんに使用されている。

建設費(行政棟)は約 414 億円。 

 

災害対策の中枢拠点として耐震性を十分に確保するとともに、ユニバーサルデザインにも配慮した

親しみやすく利便性の高い庁舎として、質の高い行政サービスの実現を目指す。 

1 階には岐阜県の地場産業を展示や映像で紹介する「GALLERY GIFU」、500 人収容の「ミナモ

ホール」がある。20 階展望フロアー「清流ロビー」は外周全面ガラス張りになっており、90 メートルの

高さから 360 度を見渡すことができる。 

 

 

 

美濃市について 

 

 平成３０年 8 月 8 日に観測した 41.0°C は、国内観測史上 2 番目の記録となっている。 

 

 

美濃市の自治会活動について 

 

美濃市・多治見市の基礎情報 

 美濃市 多治見市 

人口（R6.8.31 現在） 19,095 人 105,338 人 

世帯数（R6.8.31 現在） 8,279 世帯 48,154 世帯 

自治会加入率 77.90％ 66.05％ 
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“うだつ”とは、屋根の両端に作られた防火壁のこと。 

江戸時代、火災の類焼を防ぐために設けられたが、当時の豪商が

富を競い合うようにそれぞれ立派なうだつを建造した。 

 明治４４年、旧町名「上有知町（こうずちちょう）」より、特産品の

美濃和紙にちなんで「美濃町」と町名変更された。昭和２９年武

儀郡美濃町と周辺６村が合併して市制施行。 

 市街地中心部に残る「うだつの上がる町並み」は、江戸時代に

領主・金森長近により造られた城下町で、平成 11 年に国の重要

伝統的建造物群保存地区として選定された。 
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自治組織の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美濃市自治会の活動内容（美濃市ホームページより抜粋） 

 

 

 自分たちの地域をより良いものとするため、自治会では様々な活動が行われます。 

 地域によって活動は異なりますが、主に次のようなものがあります。 

 

 

 ・まつり、スポーツ大会等のレクリエーション活動(住民同士の親睦・交流を深める活動) 

 ・清掃活動(公園や道路をきれいにし、住みよく快適な地域をつくる活動) 

 ・防災活動(災害に備えた防災訓練等の自主防災活動) 

 ・防犯活動(防犯灯の維持管理等) 

 ・交通安全運動(登下校の子ども達の見守り活動等) 

 ・社会福祉活動(敬老会や共同募金等の活動) 

 

 

道普請(みちぶしん)の活動について 

 

 

 地域の皆様の協働活動により生活環境を良好に保全していくため、道路や水路などの 

 修理・草刈りを行う勤労奉仕の作業。市は、申請により材料の支給や重機の借り上げ 

 などの支援をします。 

 

 

 《道普請でできること》 

 市道・農道・林道・水路・河川等の草刈り・舗装・土砂取り・修繕等。 

  こんなことがやりたいと思われたときは、土木課又は産業課へご相談ください。 

 

 《支援の種類》 

 原材料    ： 生コン・土砂・砕石・コンクリート製品 等 

 重機借上料 ： バックホウ・ダンプトラック 等 

 消耗品    ： 除草剤・杭・ペンキ・草刈り機の刃・燃料費 等 

 貸与物品   ： 側溝蓋取り外し機 
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